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１
５
０
日
間
の
通
常
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
自
民
党
派
閥
の
裏
金
事
件
を
受
け
た
政
治
資
金
規
正
法
改

正
を
巡
る
審
議
で
は
、
自
民
党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
欠
如
し
、
迷
走
、
混
乱
が
続
く
国
会
と
な
り
ま
し
た
。
岸

田
総
理
は
裏
金
事
件
を
受
け
て
、
昨
年
末
の
記
者
会
見
で
「
信
頼
回
復
の
た
め
に
火
の
玉
と
な
っ
て
取
り
組

む
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
裏
金
事
件
の
実
態
解
明
は
進
ま
ず
、
自
民
党
内
の
処
分
も
お
手
盛
り
の

内
容
と
な
り
、〝
政
治
と
カ
ネ
〞の
透
明
性
確
保
に
向
け
た
政
治
資
金
規
正
法
改
正
は
、
抜
け
道
を
残
し
た

抜
本
改
革
と
は
程
遠
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
党
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
岸
田
総
理
の
責
任
は
極
め
て
重
く
、
私
ど
も
は
岸
田
内
閣
不

信
任
決
議
案
を
提
出
し
、
岸
田
総
理
に
退
陣
を
迫
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
来
で

あ
れ
ば
、
衆
議
院
を
解
散
し
て
、
総
選
挙
で
国
民
に
信
を
問
う
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

自
民
党
内
で
は
９
月
の
総
裁
選
に
向
け
た
動
き
が
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
持
率
の
低
い
岸
田
総
理
を

代
え
て
、
選
挙
の
顔
と
な
る
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
総
選
挙
に
臨
む
戦
略
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
表

紙
が
変
わ
っ
て
も
自
民
党
の
体
質
が
変
わ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
民
一
強
体
制
が
１２
年
近
く
も
続
い
た

結
果
、
多
く
の
し
が
ら
み
や
利
権
、
癒
着
の
構
造
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
負
の
遺

産
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
も
う
一
度
政
権
交
代
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
選
挙
区
制
の
下
、
野
党
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
結
果
と
し
て
自
民
党
を
利
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
権
を
担
う
覚
悟
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
や

抜
け
道
を
残
さ
な
い
真
の
政
治
改
革
や
教
育
無
償
化
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
私
た
ち
立
憲
民
主
党
が
中
心
と
な
っ
て
、
自
民
党
に
対
抗

で
き
る
野
党
勢
力
の
連
携
、
結
集
を
目
指
し
て
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自民党政権では変わら
ない。政権交代で政治
の信頼を取り戻す！

自民党政権では変わら
ない。政権交代で政治
の信頼を取り戻す！

通常国会閉会通常国会閉会



政治改革特別委員会の野党筆頭理事として、政治資金規正法
改正を巡って、自民党と厳しく対峙しました！
政治改革特別委員会の野党筆頭理事として、政治資金規正法
改正を巡って、自民党と厳しく対峙しました！

■ 立憲民主党神奈川県第9区総支部事務所
〒214-0014 神奈川県川崎市多摩区登戸1644-1
　　　　　　新川ガーデンビル1Ｆ
TEL.044-900-1800　FAX.044-900-1011 HPFacebook

討議資料

■ 国会見学受付中
お一人でもグループでもお気軽にお申込み
ください。随時受付けしております。お申込
みは左記事務所までお願いします！（旧Twitter）

　現在、全国１７９４自治体の３０％にあたる５４７自
治体で公立小中学校の給食完全無償化が実施され
ています。しかし、食材費の高騰もあり、財政的な理
由などから無償化を中止する自治体も増えていま
す。自治体の財政力によって格差が生じないように
国として責任をもって給食無償化を実現することを
強く求めました。
　また、学校司書を小中学校、高等学校に１校１名
を配置することや非常勤や短期契約など不安定な

勤務状況の改善を要請しました。学校司書を専任、専属で配置すれば貸出しの本を読む児
童生徒が増えることが調査でも明らかになっています。さらには、文科省の全国学力テスト
のアンケート調査では、読書好きの子どもほど成績が良いという結果も出ています。

神奈川新聞　7月6日

党を代表して意見表明　４月２６日
国家基本政策委員会の野党筆頭幹事を務める
６月１９日

６月20日

６月14日

福田紀彦川崎市長から来
年度予算について要望を
受ける。　７月８日

文部科学委員会で盛山文科大臣と論戦！文部科学委員会で盛山文科大臣と論戦！

岸田内閣不信任決議案を提出！岸田内閣不信任決議案を提出！

通常国会では国会対策委員長代理として国会対応の先頭に立ちました！

３年ぶりに党首討論を開催！

「夜間中学を増やそう、充実しよう！
  シンポジウム」　７月6日
生徒や卒業生の皆さんの発表を受けて、夜
間中学等義務教育拡充議員連盟の事務局
長としてコメントする。

超党派の日本・フィリピン、日本・ニュー
ジーランド友好議員連盟の幹事長として
議員外交を展開！

フイリピンのマーティン・ロム
アルデス下院議長と会談
６月18日

ニュージーランドのラクソン
首相と会談　6月19日


